美術教育の講義における模擬授業の実践 by 本多, 正直
Mar.2005 美術教育の講義における模擬授業の実践 9
美術教育の講義における模擬授業の実践 
 
本多 正直 
１ はじめに 
 小学校図画工作と中学校美術の教科教育は、平成14年 4月 1日から全面実施された改正
学校教育法施行規則により多くの時間的制約をうけることになったが、一方で『生きる力』
を育てるという改正学校教育法の目標にとって重要な分野のひとつとしても注目されてい
る。また少子高齢化が問題になってきている社会の中では、人格形成上最も大切な幼児教
育と一般の人々が生きがいを見いだすために必要な生涯学習を含めた美術教育が今後大事
な役割を担う可能性は大きいと言える。美術の分野だけに限らないが物を創り出すという
ことの意義は単に作品を制作するだけでなく今の環境にあった新しいものの考え方を生み
出すことにつながるのである。 
ここでは、「心の教育」を大切に考え一人一人の豊かな人間形成を目標に掲げている美術
科教育でこそ可能な様々な教育的効果を教材研究の立場から再認識し、幼児教育から生涯
学習にいたるまでの幅広い美術教育の場を想定して短大専攻科の美術教育の講義を展開す
る中で模擬授業を実践していく過程を解説しながらその効果と教育的意義を示し新しい造
形教育について考えていきたいと思う。 
 
２ 現在の美術教育の必要性 
 われわれの周りで起きているいたましい事件やモラルを考えない出来事は次第に多くな
っている。インターネットやテレビからの情報量の肥大化、遊ぶ環境の変化やテレビゲー
ムなど原因は様々な要素が考えられるが若者や子供たちだけでなく中高年も含め全体的に
想像力が低下しているのは事実のようだ。人を傷つけたらどうなるとか物を盗んだら自分
や自分に関わりのある人はどうなるとか思い浮かべ考えることも一種の想像力だろう。で
は想像力を今の環境に相応するレベルにしていくにはどうすればよいのだろうか。 
まず個々が１つの何かをきっかけに多くのイメージが持てる要素、例えば本を読むこと
や耳で物語を聞くことなどを多く経験させること。それから様々なテーマをもとに自分の
イメージを具体化し形を造ったり絵を描いたりまた詩を書いたりしながら物を創り出す喜
びを味わい感性を豊かにすること。そしてこのような要素に対してできるだけたくさんの
時間を他の人と共有することで想像力も身につき互いを尊重できる人格を育むことができ
るのだろう。 
では図画工作をはじめとした美術教育の現場において授業を担当する教員はこの必要性
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をどのように認識し対応しているのだろうか。日本美術教育学会がおこなった全国の小学
校の図画工作の教員を対象としたアンケート調査では、9割以上の教員が授業に前向きに取
り組んでいると答えており重要性は充分認識しているようである。しかし対応については
教員の図画工作に対する理解不足や苦手意識によって思うようにはいかないようだ。           
      表１ 日本美術教育学会 図画工作、美術科における鑑賞授業についての調査より １）   
 
また小学校の教員が意識する図画工作の意義については上の表からも読み取れるように
ものをつくりだす喜びや個性の発揮、豊かな情操などが主要な部分を占め本来の教科目標
と一致しているようだ。しかしアンケートからは技術や鑑賞などの専門的な知識について
あまり重視されていないという残念な結果も読み取ることができる。 
 
３ 美術教育の講義に必要な要素 
それでは上に示したような美術教育の現状に即した実践的な美術教育の講義に必要な要
素にはどのようなものがあるだろうか。いくつかの項目に別けその必要性を解説してみた
いと思う。 
 
（１） 美術教育の歴史 
まず美術教育史については学生が把握しておくべき要素であろう。教育の現場で教鞭を
とるものにとってどのような流れで日本の美術教育の今の考え方が生まれてきたかを学び
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認識することで過去の誤った考え方や発展の過程を知ることができる。そして歴史の中に
ある教育方法や教材も工夫次第では実際の授業に取り入れることも可能になってくる。例
えば臨画教育は物の形を正確に描写する目的があるが、手本のモチーフに補助線を引くこ
とで、デスケルを用いて描くデッサンの描法説明に非常にわかりやすい教材となる。形を
正確に描写することだけが良い絵画とはいえないが、図画工作を不得意という人に理由を
聞いてみるとモチーフどおりに形が描けないという意見が多いことから考えれば臨画教育
も効果的に取り入れることでもっと多くの子供たちの苦手意識をなくすことができるであ
ろう。 
 
（２） 子どもたちの絵画における発達段階 
 子どもたちの心身の発達と造形表現の発達についての基本的な原則を把握することは美
術教育にとって不可欠であり子供の年齢や興味関心、体験のちがいによってレベルに合わ
せた教材を選ぶ指針にもなる。ここでひとつ重要なことは子供 1 人 1 人に個人差があり成
長する過程の環境や認知機能、運動機能、感性の発達によって違いが出てくるということ
を学生に理解してもらうことだ。創造性というのは何もないところから出てくるものでは
なく体験や知識の蓄積をもとに様々なイメージをえがき表現していく中から生まれていく
ものでそれまでの表現の経験が多く影響を及ぼす。あくまでも平均的な絵画表現の発達段
階であり実際の授業では子供の能力を充分見極めながら臨機応変に対応することが大切で
ある。 
 
（３） 教材研究 
教材研究は美術教育の授業にとっては不可欠な要素だが、講義の限られた時間の中で教
材に対する広く深い知識を身につけることは非常に困難なことである。これを克服してい
くには図画工作の各分野にわたる教材研究をどのようにすれば効果的に講義に取り入れる
ことができるかということが鍵になるであろう。私が実践している講義内容の解説はこの
後に示したいと思うが、具体的な方法は自らの作品制作において素材の扱いを簡素化した
ものやそれぞれの専門分野の教員や作家から教授してもらった内容を教材として使えるよ
うに工夫したものも含まれている。学生が美術教育の講義で得た知識や経験は彼らが実際
の授業において生かせるものでなければ意味がないわけで、もちろん現場での自らの教材
研究をはじめ経験や研修によって教科教員としての成長があるのだが、大学での講義で身
につけた基礎力は何ものにも代えられない大きな自信につながるであろう。 
 
（４） 生涯学習との関わり 
 今後の美術教育の方向性を考えると小中学校などの学校教育だけでなく生涯学習におけ
る美術造形教育の必要性を避けて通ることはできない。全国の大学や自治体で生涯学習講
座を開設し年々受講生は増加する傾向にある。しかし生涯学習に関してはここ 10年程の間
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に起こってきた変化であり美術教育として対応することはまだ少ないようである。私が関
わっている日本工業大学生涯学習センター公開講座でも絵画や彫塑、陶芸、英会話等様々
な講座が盛り込まれているがその中でも美術造形教育は大きな割合を占め多くの受講生が
学んでいる。実際に講座で教えていていちばんに感じることは、時間の大切さを知り授業
に真剣に望んでいる人が多いということだ。元来物をつくりだす喜びは誰もが享受できる
ものであり大人になってもかわりはなく今までこの生涯学習という機会が少なかったこと
が不思議にさえ思える。ただ生涯学習においては美術教育といっても各分野の基礎から学
び何年も続ける受講生が多く専門性が強くなっていくため深い専門知識を持った指導者が
必要になる一方でその適性を持った人材が少ないという問題も出てきている。大学の講義
だけでこの専門知識を補うことはできないが短期の講座を教授できる能力を身につけるこ
とは可能でありそこから興味関心を持って深い専門性へと発展していくことも考えられる。 
 
（５） 模擬授業の実践 
美術教育の現場では理論や知識だけでは実際の授業を組み立てることはできない。実技
を伴う教科では前述した教材の研究とその教授方法に技術的な要素が加わるため個々の
様々な対応と合わせて実際に授業内容企画の研究発表や模擬授業を行なうことで学生が、
自分で組み立てた授業に対するイメージを効果的に具現化し身につけていくことができる。
この模擬授業の内容は後半で具体的な実践例を挙げ解説していきたいと思う。 
 
４ 実践に生かせる教材研究 
 前にも述べたが図画工作や美術の授業では実技を伴うため学生は教材 1 つ 1 つを実際に
演習し細部の対応を考えながら身につけていく必要がでてくる。受講している学生のほと
んどが図画工作と美術の領域に関しての知識は小学校から高等学校までの教科教育を受け
たことがあるだけで、それぞれの学校で授業内容が異なり知識が偏っていることや立体表
現や平面表現および鑑賞などの各分野の基本的な知識も身についていないことが多い。教
材に取り組む姿勢を考えると授業を受ける側と教える側で違いがあるのは当然のことでわ
ずかな記憶がある程度の知識しかないのもやむをえないことなのだろう。しかし実際に授
業を受け持つ立場になるといい加減な知識では教えることはできないし教材によっては子
供たちが危険にさらされることさえあるのだ。そこで美術教育の講義の内容には教える側
に立とうとする学生が広範囲な教材の知識を効果的に学ぶことができるように工夫してい
くことが必要になってくる。ここでは私が担当している講義に取り入れている教材研究の
内容を以下に示し解説しながら今後の発展性や可能性を考えていきたいと思う。 
 
ア 形を把握する方法 
 学生たちの絵画に対する苦手意識では形を正確に把握し表現することができないという
理由が多い。モチーフに良く似ている写真のような絵画が上手な絵という認識が強くうま
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く形を描けないことが図画工作や美術に対するコンプレックスにつながっているのだ。そ
こでこのコンプレックスを和らげることができる『形を正確に描くコツ』を身につける方 
法を考えてみることにした。大まかな説明になるが美術教育の歴史の中に臨画教育という
手本を真似て正確に形を描き技術を習得するという方法がある。しかし３次元のモチーフ
を描く場合にこの方法をそのまま引用することはできない。そこで美大受験などのために
石膏デッサンなどに使うデスケルという道具を用いる方法をくみあわせて取り入れること
にした。デスケルは透明版に縦横の一定間隔の線を引いたもので市販のものもあるが使い
やすい道具をつくる教育的意義も考えて描く用紙の縦横比率に合わせて学生に作らせるこ
とにした。厚紙で枠を作りＯＨＰ用の透明版に線を引くという簡単なもので描法を解説し
ながら制作するとより効果的に理解することができる。                       
 
図１ デスケルの演習  図２ デスケルによるデッサン  
 
まず平面上でデスケルの原理を学ぶためにモチーフの写真をとなりのスペースに描くと
いう作業を行なう。写真と隣のスペースには同じ枠線を引きそれぞれの枠内のポイントを
追いながら正確な形をとっていく。この作業によってデスケルの使い方を覚え、つづいて
３次元のモチーフを描くと以前より手際よく正確な形を把握できるようになる。講義では
この課題と平行して遠近法について解説しておくとより効果的に理解できるようだ。 
 
イ モダンテクニック 
 文字どおりモダンアート等に良く使われた様々な技法のことで図画工作や美術作品の表
現に取り入れることができ小学生から幅広い年代で活用することができるため習得してお
く必要がある。講義では１０種類のモダンテクニックを７センチ四方の用紙の上に制作し
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て八つ切りの画用紙に貼りわかりやすくまとめさせる。この内容を以下にいくつか解説し
てみたい。 
○デカルコマニー 絵の具をおいた画用紙を折り合わせ折り目に対し線対称形を作る技法
で線対称の形が持っている緊張感やいくつもの色彩がにじみあって織り成す効果について
学び教材にどのように取り入れるかを考える機会をつくる。 
○コラージュ、フォトモンタージュ 画面に様々な素材を貼り付け構成することによって 
表現をする技法で写真を貼り合わせるフォトモンタージュもそのうちのひとつである。 
○マーブリング 墨流しの模様を和紙に写し取る技法で水面をかき混ぜると美しい模様が
浮かび上がる。大理石の模様に似ていることからこの名前がついたようだ。 
○スクラッチ 画用紙にクレヨンでランダムに彩度の高い色を塗りこみその上から黒色を
全面にのせ上からニードルで引っ掻くとその線から下のあざやかな色が浮き出る技法で幼
児教育にも活用できる。 
○その他 ドリッピング、フロッタージュ、バチック、ステンシル、プリンティングなど
の技法がありそれぞれの技法をならべ覚えやすいようにまとめさせるとあとから見直すこ
とができる。モダンテクニックは製作過程が比較的理解しやすいものが多く特にマーブリ
ングやスクラッチなどには学生は興味を示し進んで作業に取り組んでいる。               
                              
図３ モダンテクニック  図４ 色彩について  
 
ウ 色彩について 
 造形表現をするときに色彩についての知識は不可欠なものであり図画工作や美術を担当
する者は必ず身につけておかなければならない。色彩の分野は非常に広く深いもので専門
的に学ぶにはもっと多くの時間が必要だがここでは彩度、明度、色相についての基礎的な
内容を扱う。まず明度対比などそれぞれの対比を考えて色を選択させトーナルカラーを使
用してまとめさせる。１２色相環などはプリントにまとめ該当する色を貼っていく作業に
よって視覚的に覚えられるよう工夫している。学生が色彩についての知識を学ぶと温かさ
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冷たさの表現や色彩遠近法による空間表現など様々な教材に対応することができそれまで
漠然としていた感覚に理論が加わって色彩に対する自信につながってくるようだ。 
 
エ 陶芸、テラコッタ 
 陶芸とテラコッタは粘土で成形し高温で焼成するもので陶芸は主に器類、テラコッタは
彫刻的な制作を主にしたものである。成形した粘土をそのまま乾燥させて窯で焼くという
方法は低学年に対する教材から成人を対象とするものまで幅広く対応できる非常に親しみ
やすいもので土の素材感を体験できるという点でも造形教育に適しているようだ。講義で
は陶芸の分野でたたらづくりのカップをつくる方法と手びねりによる器の作り方を演習さ
せるが学生たちはいくつかの教材研究の中でも最も集中して制作をおこなう。テラコッタ
は土笛と頭像制作の演習で特に土笛の制作では音が鳴ったときの喜ぶ様子を見ると小学生
に戻ったようである。粘土は教材にとって必要な要素である興味を持たせる素材として優
れているため学生たちの制作に対する創意工夫も多く見られるようになってくる。そこで
講義計画の後半で予定されている模擬授業の教材を考える良い機会でもあるためこの素材
をもとに独自の課題を考え指導案を作成する練習にあてることにしている。いくつかの教
材を演習する中で講義の最終課題でもある模擬授業について話を重ねていくと次第に素材
の可能性について考えるようになり具体的な質問もでてくる。 
 
図５ 陶芸作品 図６ テラコッタ頭像  
 
図７ 土笛プリント  図８ 土笛作品 
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このほかに以前の論文で取り上げた石膏の簡単な扱い方や凸版凹版孔版それぞれの版画の
技法などの教材研究を演習していくと実際に学生たちが自分で教壇に立ったときに教える
ことができるかをイメージするようになり次第に講義に臨む緊張感が増してくる。 
 
５ 模擬授業の実践 
 これまでに解説してきた実践に生かせる教材の研究によって学んできた知識と身につけ
た技法をもとにいよいよ模擬授業の実践に入ることになる。学生たちは教材研究や講義の
合間に少しずつ自分の授業のイメージを組み立て独自の教材に対する工夫を取り入れた題
材を決定する。模擬授業の条件はその年の履修人数によって異なるが今まで行なってきた
ケースから判断すると９０分講義で１人の学生が模擬授業を担当し準備１０分模擬授業７
０分講評１０分という時間配分が理想的といえる。この時間配分については各教科によっ
て様々な意見があると思うが特に図画工作や美術においては教える側の教材に対する理解
度を量るための時間と授業の導入から制作、まとめまでの時間を考慮したものだ。 
 模擬授業に際し学生たちに提示する条件については以下のとおりである。 
 
○ 授業の対象学年を指定する 
教材研究等で幼児の美術教育から小学校の図画工作や生涯学習に対応できる教材の可能
性を取り上げて講義を進めてきたため幼児から成人までと幅広い対象年齢の範囲を設定す
ることにした。生涯学習の分野では、オープンカレッジのような成人対象のものや、公民
館講座のような親子を対象にしたものまでを含む。また教員を担当する学生以外は指定さ
れた学年の児童を演じるがこれは授業に対する参加意識や興味関心を持たせるだけでなく
子供が授業に対して持つ疑問を考える良い機会でもあるだろう。 
 
○ 教材には独自の工夫をする 
 講義で取り扱ってきた教材やそれ以外の教材を使い独自の工夫をして授業を構成する。
これまでに学んできた教材の基本的な知識を反復するよりも、それをもとに教材を見直し
て独自の工夫をすることにより学生の積極的な模擬授業への参加意識を促し更なる教材に
対しての知識を身につけることができるからである。 
 
○ 指導案を作成し受講生全員に配布する 
 模擬授業を担当する学生は指導案を作成し授業の開始前に教員と受講生全員に配布する。
教員は模擬授業担当学生の指導計画を確認しその授業が計画の何時間目にあたるかを受講
生全員に伝える。また模擬授業の対象学年や対象年齢を示し受講生がその対象年齢を演じ
ることを確認しておく。なお模擬授業が指導計画の２時間目以降の場合は課題の進度を考
えて教材を準備しておく必要がある。 
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 学生は以上のような条件をもとに自分の模擬授業を様々な角度から考えていく。教材研
究の演習中にも教材についての可能性を考えるようになることは研究心を持って講義に望
むという大学生の本来の姿にもつながりとても有意義なことであるといえるだろう。 
 ではここで学生による模擬授業の実践例を挙げながら解説し講評をまじえながら工夫し
た点や改善すべき点などを考えてみたいと思う。 
 
実践例① 
課題名 『ビニール袋で凧を作ろう』          対象 小学校１年生 
授業計画 ４５分授業２コマ連続を２回  模擬授業は後半の２コマ 
配布物  指導案  凧の作り方のプリント 
 
まず凧の作り方を簡単に説明する。ビニール
袋に型紙をおいてマジックで形を書きはさみ
で切る。ビニールに油性マジックなどで絵や模
様を描き裏面に竹ひごを十文字にあててセロ
テープで止める。最後に竹ひごの交点に糸を結
び表面に糸を通して完成。 
 この模擬授業を担当したＹさんはあまり外
で遊ばなくなった子供たちが自分で作った凧
を外に出てあげるまでを目標に計画を立てて
いる。ビニール袋という身の周りにあるものか
ら凧を作るという発想は素材を工夫して物を
つくることから想像力を養うことにつながるだろう。また作品の制作だけでなく出来上が
った作品で遊ぶという要素を取り入れることによって子どもたちの興味関心を誘い集中力
を持たせることに役立っている。ただ実際にこの方法で凧を作ってあげてみると学生たち
が作ったものでも良くあがらないものがあり小学校低学年の子供たちにはバランスをとる
ことが少し難しいようだ。対象学年を高くして計画時間を再考するとか確実に凧があがる
作り方を研究するなどの改善策も必要である。 
 
実践例② 
課題名 『トイレットペーパーの芯で万華鏡を作ろう』  対象 小学校低学年の親子 
授業計画 ４５分授業 ２コマ連続    模擬授業では導入からまとめまでを指導する 
配布物  指導案  万華鏡の作り方を図解したプリント  
 
万華鏡の作り方は以下のようになる。 
縦長の紙製ミラー板３枚を３角柱状に貼り合わせすきま材を巻きトイレットペーパーの
図９ 凧作り  
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芯
げ
つの実践例を取り上げてみたがそのほかにもいろいろと工夫を凝らした教材が
く見られすぐにでも実際の授業に取り入れられそうなものがある。学生たちは楽しく授
美術教育の講義において模擬授業を取り入れることは教材研究の幅広さや材料と工具な
ために制約を受けるが学生が目的意識を持って講義に臨みおのおのが教
壇
に差し込む。ビーズやスパンなどを丸いアクリルケースに入れ芯の先端に取り付ける。
最後に芯の周りに包装紙やトーナルカラーなどを使って装飾し完成である。 
この模擬授業を担当した学生Ｓさんは講義で取り上 図 10 親子を演じる受講学生  
なかった教材を選び独自のいろいろな
工夫を取り入れている。トイレットペーパ
ーの芯に使われている筒状のボール紙を
万華鏡の外側に使用し包装紙やトーナル
カラーなどで装飾することや紙製のミラ
ー板を使うことで安全性を考慮している
ことなど細かな配慮がうかがえる。また材
料の選択も試行錯誤のあとが見られ１０
０円ショップで見つけた小物入れのアク
リルケースや芯とミラーの間を埋めるス
ポンジのすきま材など既製の教材にない
楽しさが伝わってくる。Ｓさんが授業の対
象にしたのは小学校低学年の親子という
特殊なケースで例えば授業参観や各自治
体で企画する講座などを想定しているよう
の必要性が再認識されてきている現状ではこのような学校以外の美術教育はますます見直
されてくるであろう。親子を演じる受講生たちの反応も戸惑いから徐々に積極性が見られ
るようになり様々な授業形態の可能性について考える良い機会になったようである。 
 
ここでは２
だ。小学校が週５日制に移行し公民館講座など
多
業の雰囲気を経験し独自の教材を研究することの大切さを学んでいる。 
 
まとめにかえて 
どの準備が必要な
に立つという緊張感の中で知識を身につけることができるメリットは大きい。ここに記
した模擬授業の実践例は、少人数クラスという条件が必要になり受講生の人数によっては
学生に提示する条件も変わってくるのでそのつど臨機応変な対応が必要になってくる。例
えば受講生が多い場合には２、３人のグループに別けグループごとに授業を担当させる方
法や制作した参考作品と指導案をもとに研究発表をさせる方法などを用いることが考えら
れる。 
これまでに示してきた教育的効果と学生たちが得た経験は代えることのできない非常に
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有意義なものであるといえるが講義の内容はまだ改善する余地も残されている。最後にこ
の
１）日本美術教育学会図画工作、美術科における鑑賞学習指導についての調査Ｐ13 より 
講義の最終目標が模擬授業をすること自体ではなく受講する学生が教員として美術教育
の意義をふまえ子どもたちの自己表現の場を作り出すことであるということを忘れずにこ
れからも教育の現状にあった教材研究をもとによりよいかたちで講義が展開されるように
研究を重ねていきたいと思う。 
 
注 
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Abstract 
Trial lesson practice in Art Education lecture 
 
Masanao Honda 
 
 Turning over the educational effects of trial lesson taken in the lecture of Art 
Educational Theory with its practices example, as well as its course material 
scholarship. 
 First half of the lecture plan, giving opportunities to study the course materials with 
important knowledge and techniques for both history and art and craft in Art Education. 
 Last half, students will give a trial class, drawing up their own guidance plan for the 
course materials. By playing schoolchildren in predetermined grades, students except 
the one plays teacher can learn acquisition of knowledge for lecture materials and 
correspondence for the lecture on their own. 
 In Art Educational scene, study of materials becoming considerably important.  Trial 
lesson is best way for each students to learn deep knowledge of course materials with 
fun.    
   
 
 
